平成28年度特定非営利活動に係る事業計画
特定非営利活動法人はぁもにぃ
１　事業実施の方針
全体
　発達及び知的障碍の特性を抱えた当事者やその家族が、誤解や偏見を受けることなく、ありのままを認められ、受け入れられ、理解される環境（人・場所）を地域コミュニティの中に確立・構築していくために必要な支援（サービスの提供）及び普及・啓発活動を引き続き行っていく。
　今年度事業収入において、大きな割合を占める、デイサービスで多数の卒業生があり、それに
伴い現状のままでは、29年度以降収入大幅減となるため、健全経営のため、福祉サービス事業
（デイサービス及び就労支援事業）、就労事業において、収支バランスのとれた事業運営が必要不可欠となる。

経営については、理事長主体で、財務状況に関しては顧問税理士やコンサルタント、プロデューサー（いずれも実績のある経営者）に相談、助言を受けながら、全体のかじ取りを行っていたが、
理事会を中心に法人内部から、それぞれの部門ごとに、健全運営に向けて、現場の声を反映して
欲しいという、積極的な提案も出てきたため、それをひろうための対話の機会を増やしながら、
それぞれの部門で計画を立て、それに基づいて事業を遂行していける組織作りを進めていこうと
考える。


Ⅰ障害福祉サービス事業
　①放課後等デイサービス事業
引き続き、利用児童の個々の特性を理解し成人してからの生活をも視野に入れ、「よりよい生活をしていくためのソーシャルスキルアップ」「豊かに人生を過ごせるようにするための趣味の獲得」及び、「社会活動を通して地域コミュニティへの参加」を主な課題とし、サービス提供内容のさらなる充実に努める。
　土曜日デイサービスの活動は、利用児童の減少を踏まえ、体操教室を1グループ制に戻したが、引き続き、個々のニーズに合わせ、身体イメージをしっかり持ち、身体を楽しく動かせるよう支援・サポートに取り組みます。グループ活動も昨年に引き続き、自分達で考え、自分達で実施する活動を通し、楽しみながら成長を促す支援・サポートを進める。
利用児童の健全な育ちをサポートしていくため、いろいろな機関と連携を深める形を作る。

　今年度も継続的支援の一環として、市立養護学校等特別支援学校在校生（デイサービス利用2～3年生）の実習受け入れを積極的に行う（デイサービスアセスメント時に希望調査を行う）。

毎年卒業生が増えていき、登録利用者数が徐々減っていく中、中高生を中心にした本デイサービスの必要性は十分に感じているものの、法人の健全運営を考えた場合、収入の多くを担うデイサービスであるがゆえに、その維持については、今後就労移行や就労Aとも連動させつつ、あらたな展開を探っていくことが必要と考え、次年度以降のサービスの在り方について検討していく。


　②就労継続支援事業（A型）
　　デイサービス第3期卒業生1名が加わり、総勢11名となった（雇用有8名、雇用無3名）彼らに対し、前年度に引き続き、雇用有は時給800円以上、雇用無は日当2,000円の支払いを目標とする。
　　活動（働く）場として、充実した時間が過ごせるよう利用者個々の特性に合わせたサービスプランを作成し、サービス提供に努めます。利用者の力量に合わせ、作業分担をより明確化し、本人達が見通しを持ち、安定した状態で仕事ができる環境を作る取り組みを、さらに進める。
Community　Cafe♭（ふらっと）においては、より自立した仕事ができるよう支援・サポートを進める。
支援プロジェクト「お菓子工房　はぁもにぃ」においては、主力商品の製造を利用者が自主的に、自立して取り組めるプログラムづくりに努め、より利用者が主体で作業できる商品を選定して
行くが、作業適性者少ないうえ、かかる経費及び労力に対する収益性の低さは、工房開業以来
大きな課題であり、これまでも試行錯誤を続けてきたが、中々課題解決に至らなった。

商品製造中心というあり方を見直し、利益率の高い商品製造の継続を中心に、養蜂部のはちみつ
瓶詰め作業や、今後収穫ができた場合の農業部の野菜加工作業（袋詰め等も含む）、移動販売車
での定期販売などを新たな仕事とする可能性も探っていきたい。
　自分発見プロジェクト「はぁもにぃ養蜂部＆はぁもにぃ農業部」においては、これまでの作業の中で見えてきた課題（作業時間等）を把握し、次年度以降の事業の組み立てを考える。
「はぁもにぃ農園」における農作業においては、「25分作業5分休憩」とすると共に天候や気温を考慮し、作業を組み立てる。

　今年度も市立養護学校等在校生（デイ利用2～3年生）の実習受け入れを積極的に行います（デイサービスアセスメント時に希望調査を行う）。

③障害者就労移行支援事業
　放課後等デイサービス→就労継続支援の間に、働くという選択肢以外に、長い将来について、自分自身と向き合い、じっくり考える場、成人として身に着けておくことが望ましいマナー、コミュニケーション、ソーシャルスキル獲得の場、学生生活の延長として、楽しみながら、色々な学びや実践を行う場としての就労移行支援事業所の開業については次年度以降の方向性を検討する。

④グループホーム事業
　施設運営企画準備について検討する。

⑤送迎支援体制整備
　就労支援及び就労移行支援事業における送迎体制の整備（送迎車両及び送迎者の確保）について検討する。
Ⅱ就労事業

①つながる街づくりプロジェクト「Community　Café　♭（ふらっと）」
地域の中で、必要とされている実感が出てきている中、ランチ以外の時間のついての活用を模索していきます。１階カフェでは地域の生産者達と連携し、地元食材を中心にしたランチ提供に努める。
　
②就労支援プロジェクト「お菓子工房はぁもにぃ」

　「商品を通してはぁもにぃの思いを伝える」「働く障碍者の工賃アップを実現させる」を目標に今年度も活動を続けていくが、一部作業内容の見直しもはかり、収益をあげる努力を行う。
これまでの施策の成果についてひとつづつ検討をし、販路についても見直しをすると共に、販売形態の見直しをし、経費をできるだけかけずに利用者工賃に反映できる形を模索する。
　3時パティシエ河野孝志氏とのコラボレーション「～おいしくつながる優しい気持ち～
はぁもにぃスイーツギフト会員」（年会費12000円）について、継続の是非も含め、今後の方向性を検討する。
3 自分発見プロジェクト「はぁもにぃ養蜂部＆農業部」
「お菓子工房はぁもにぃ」と同様、販路についても見直しをすると共に、販売形態の見直し、
経費をできるだけかけずに利用者工賃に反映できる形を模索して行く。
　また、農業部については、土壌作りにまだしばらく時間がかかり、収穫等の成果は期待できないが、事業をはじめるにあたって、想定の範囲内であり、今年も昨年同様の取り組みを行う。
オープンな場であるので、積極的にボランティア等の協力を受入れ、力とするとともに、地域との
交流もはかっていきたい。
Ⅲ相談支援事業
　1億総うつと呼ばれる現在、当事者や家族だけでなく、地域住民の方たちなど、悩みを抱え、話を聞いてくれる人や場を求める人は増える一方である。その受け皿として、制度を得た支援を、本年度もCommunity　Café　♭（ふらっと）で継続して行う。


Ⅳ普及・啓発活動
　真の「半径20Kmのノーマライゼーション」が進められるように、丁寧な活動の組み立てをして行きます。また、一緒に取り組んでいく仲間作りに努める。
